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 11 月 13 日（日）、上田市上

田市西部公民館に於いて上記タ

イトルの講演とディスカッショ

ンを私が会長を努める明倫会

（上田松平藩士子孫と有志から

なる会）の主催で行った。基調

講演１時間、ディスカッション

１時間の会で非常に充実した時

間を過ごすことができた。基調

講演は 2020年に「日本を開国

させた男、松平忠固」を上梓さ

れた関良基さん(86期)により、参加者の手元に字が大きく分かりやすい資料を置いた状態で、見

やすいスライドにての講演であった。既に焦点がハッキリしてきており、３度の失脚を乗り越えて

実質的な開国をさせた人物であり、当初は日本に有利な日米修好通商条約を断行した人と定義づ

け、全容が明らかになれば「幕末史」の定説は覆る、その忠固公は大河ドラマの主役にふさわしい

という内容で、後半のパネルディスカッションは如何にすれば多くの人に知ってもらえるか、如何

にすれば大河ドラマなるかという点に絞って行われた。講演自体、関さんの熱のこもったものであ

りましたがディスカッションも、会場から何人もの方から発言があり、時間の経つのも忘れそうな

中身の濃いものになり、進行役としては大変ありがたく思った。 

 壇上、会場から提案のあった意見を挙げてみると 

・当然のことですが、地元の人

に認知してもらう 

・全国的には SNS 利用する 

・学童に出前講座 

・紙芝居 

・他の顕彰会（赤松小三郎、小

河滋次郎）とのリンク 

・ネットでファン投票の様なも

のを企画し、やらせでも良いの

で人気者にする 

・大河ドラマ用の脚本には、赤

松小三郎との絡みが必要 



・シナリオには忠固公の息子二人（忠礼氏、忠厚氏）のすごい人生も含ませたい 

・UCV の放映があるので、参加者は他の人にそれを伝えることを義務とする 

・真田神社を松平神社に戻す 

・行政(市)の関心が重要 

                                                                   

 全体としては、明らかに 2017 年の 5 年前より、全てが進んでいる感じがしました。 

 

 以下、当日様のチラシ、参考資料一覧、講演に使用されたスライドの PDF を添付しますのでお

読みください。 

 

チラシ                松平忠固公関連資料リスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演資料トップページ 

全文は「講演資料」をクリックしてくだ

さい 

 

 

 

 

http://ueda65ki.sakura.ne.jp/NEWS/2022.11.13%E9%96%A2%E6%B0%8F%E8%AC%9B%E6%BC%94%E8%B3%87%E6%96%99.pdf

